




要約:全国病院要覧(厚生省健康政策局総務課絹1992 年版)を基礎に、小児科、産科の標傍

のある 100 床以上の病院、こども病院、産院など 1519 病院を対象として新生児医療につ

いて 1次アンケート調査を行い 1480 病院から回答を得た。(回答率 97,4%)その内、210 病

院で新生児の搬送体制「有」との回答があり・この病院を対象に、わが国のハイリスク児

の搬送体制を明らかぼすべく 2 次調査を行い 185 病院より回答があった(回答率 93%)。新

生児救急車 34、病院救急車 56、病院一般車 7、消防署救急車 79 の 176 病院でハイリスク

児の搬送が行われていた。4病院を除き、搬送中に行われている治療・監視・検査は、NICU

で行われるものとは大きく掛け離れていた。年間の搬送例も平均 1 回/W 以上の病院は 57

病院のみでありハイリスク児の搬送体制の効率的な充実の必要を明らかにした。


